
Ⅴ－Ⅱ－１ Ⅴ－Ⅱ－１ 

１ 関係機関の連携による支援体制等の整備

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

アンケート調査の
実施

・女性に対する暴力防止セミナーで参加者アンケートを実
施し、ＤＶに関する現状把握に努めた。

環境生活部男女共
同参画・ＮＰＯ課

配偶者暴力相談支
援センター事業

・女性相談所を配偶者暴力相談支援センターとして位置づ
け、関係機関と連携し、総合的な支援を実施するととも
に心理判定員や精神科医師などの専門職員による心のケ
アも実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
相談件数：368件

健康福祉部子育て
支援課

一時保護の実施 ・女性相談所において一時保護を実施するとともに、母子
生活支援施設等へ一時保護を委託した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の
再掲＞
一時保護実施人数：実人員70人
施設等への一時保護委託人数：実人員19人

健康福祉部子育て
支援課

相談員の資質向上 ・県内の女性相談員等の資質向上を図るため、研修会を開
催した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
開催回数：４回

健康福祉部子育て
支援課

男女共同参画セン
ターでの相談

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、男女
がともに自分らしく生きていく上でのさまざまな悩みに
ついて電話相談、面接相談を実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の
再掲＞
ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する
相談件数：334件

環境生活部男女共
同参画・ＮＰＯ課

配偶者からの暴力
防止等連絡会議を
開催

・関係機関相互の情報共有、連携を図るために「配偶者か
らの暴力防止等連絡会議」を開催した。
［構成機関］
警察本部、地方法務局、家庭裁判所、福祉事務所、母子
生活支援施設協議会、医師会、歯科医師会、男女共同参
画センター、人権センター等
開催回数：１回

健康福祉部子育て
支援課

地域配偶者等暴力
防止会議の設置

・地域の関係機関の連携のため、「地域配偶者等暴力防止
会議」を開催した。
開催回数：５回

健康福祉部子育て
支援課

相談機関ネット
ワーク会議の開催
など

・県内の相談機関により構成される「三重県犯罪被害者支
援連絡協議会」を開催し、関係機関・団体との意見交換
を行った。
開催日：平成27年９月29日（火）

警察本部警務部広
聴広報課

民間の被害者支援
団体と連携した支
援の実施

・犯罪被害者支援のための民間団体「公益社団法人みえ犯
罪被害者総合支援センター」と連携し、被害者やその家
族に対する支援、援助業務を実施するとともに各種講習
会、研修会を通じて関係機関・団体との意見交換を実施
した。

警察本部警務部広
聴広報課

Ⅴ－Ⅱ 男女共同参画を阻害する暴力等への取組
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Ⅴ－Ⅱ－１ Ⅴ－Ⅱ－１ 

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

担当者の資質向上 ・犯罪被害者支援および安全相談を担当する警察職員を対
象に、資質向上のための研修を実施した。
実施回数：28回 受講者：684人
犯罪被害者支援要員（236人）による犯罪被害者
支援運用件数：286件

警察本部警務部広
聴広報課

・ストーカーおよび配偶者暴力対策を担当する警察職員を
対象に、資質向上のための研修を実施した。
平成27年度ストーカー対策および配偶者暴力対策
研修会：47人参加

警察本部生活安全
部生活安全企画課

・犯罪被害者支援の専門知識・技術の習得のため、三重県
産婦人科医会主催の研修会等に参加した。

警察本部警務部広
聴広報課

差別をなくす強調
月間

・差別をなくす強調月間（11月11日～12月10日）にテレビ
スポットを放映、街頭啓発を実施した。＜Ⅱ－１の再掲
＞

環境生活部人権セ
ンター

・「犯罪被害者週間(11月25日～12月１日)」をはじめ、さ
まざまな機会を通じた広報・啓発活動を推進した。

警察本部警務部広
聴広報課

〈犯罪被害者支援キャラバン隊〉
実施日：平成27年11月12日（木）
場所：尾鷲市、紀北町
〈犯罪被害者支援を考える集い〉
開催日：平成27年11月28日（土）
場所：津市

・県警だよりやミニ広報紙などの警察保有媒体に加え、市
町広報紙や新聞・ラジオ等の各種広報媒体を活用し、相
談窓口の紹介や利用促進、各種支援制度に関する情報提
供など県民への広報啓発活動を推進した。

警察本部生活安全
部生活安全企画課

ＤＶ相談先カード
の作成

・加害者に気付かれずに相談機関を利用できるよう配慮し
た名刺サイズのＤＶ相談先カードを作成した。＜Ⅴ－Ⅱ
－２の再掲＞
作成部数：日本語版50,000部、

英語版、中国語版、スペイン語版、
ポルトガル語版、タガログ語版、
タイ語版 各1,000部

環境生活部男女共
同参画・ＮＰＯ課

女性に対する暴力
防止セミナーと啓
発の実施

・県民に向けた啓発セミナーとして、「女性に対する暴力
防止セミナー」を実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
実施日：平成27年11月21日（土）
内容：思春期の「性」と「性暴力」
講師：ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA
フェミニストカウンセラー 具 ゆり 氏

参加者：48名

環境生活部男女共
同参画・ＮＰＯ課

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間に内閣府の呼び
かけで行われる「パープルライトアップ」に、三重県内
で初めて参加した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
実施日：平成27年11月20日（金）～23日（月・祝）
参加者：延べ300名

・平成24年度に行った「デートＤＶ」に関するアンケート
調査の結果を活用し、セミナーでの啓発や高等学校等へ
の出前講座を実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
実施回数：８回

広報啓発活動の推
進
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Ⅴ－Ⅱ－１ Ⅴ－Ⅱ－１ 

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

ＤＶ被害者のケ
ア・予防策

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、ＤＶ
被害者のケアや予防策として、自己尊重・自己主張ト
レーニングを実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
自己尊重トレーニング： 全５回 延べ104人
自己主張トレーニング： 全５回 延べ90人

環境生活部男女共
同参画・ＮＰＯ課

・若年男女間の暴力（いわゆるデートＤＶ）防止に向けた
啓発を行うとともに、デートＤＶに係る相談を受け対応
した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
・人権学習指導資料を学校に配付し、若年男女間の暴力
（いわゆるデートＤＶ）防止のための積極的な学習活動
の展開を図った。また、教職員を対象とした研修を実施
した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞

地域人権啓発事業 ・各地域防災総合事務所・地域活性化局が中心となってミ
ニ人権講座、行政機関等のトップセミナー、講演会など
を実施した。＜Ⅱ－１の再掲＞
参加者数：5,296人

環境生活部人権セ
ンター

・研修テキスト「人権のまちづくりのすすめ」を活用し
た、住民等が主体となった研修会に講師等を派遣した。
（トライ人権のまちづくりネットワーク事業）＜Ⅱ－１
の再掲＞
研修会等の開催：計34回

・地域の人権課題に応じた研修会等に助言者およびアドバ
イザーを派遣した。（地域のニーズに応じた人権のまち
づくり推進支援事業）＜Ⅱ－１の再掲＞
研修会等の開催：計23回

人権相談ネット
ワーク会議の開催

・19の行政関係相談機関により人権相談に係る意見、情報
の交換や連絡調整など連携を図った。
開催回数：２回

環境生活部人権セ
ンター

みえ地域人権相談
ネットワーク構築
事業

・地域住民の身近な人権相談に応じるため、民間相談員
（ＮＰＯ・自主活動団体相談員含む）と行政機関相談員
が互いに交流し、人権に配慮した相談体制の充実が図れ
るよう、講座・研修会を開催した。また、相談員交流会
を２回開催した。
16講座等開催 参加者計：1,214人

環境生活部人権セ
ンター

加害者への対応・
被害者保護

・警察本部および各警察署において、被害者の保護、加害
者の検挙・指導警告等を実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲
＞
対策件数：2,609件

警察本部生活安全
部生活安全企画課

専門家による相談
を実施

・「少年相談110番」をはじめとした少年相談活動を実施
した。
相談件数：381件

警察本部生活安全
部少年課

・「公益社団法人みえ犯罪被害者総合支援センター」と連
携するなど、性犯罪被害者、ＤＶ被害者、児童虐待被害
者等に対する専門家による専門相談（法律相談・カウン
セリング）を実施した。
  法律相談：３件 カウンセリング：50件

警察本部警務部広
聴広報課

人権文化のまちづ
くり創造事業

環境生活部人権課

健康福祉部子育て
支援課、教育委員
会生徒指導課、人
権教育課

デートＤＶの防止
に向けた啓発等
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Ⅴ－Ⅱ－２ Ⅴ－Ⅱ－２

２ ドメスティック・バイオレンス対策の推進

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

配偶者暴力相談支
援センター事業

・女性相談所を配偶者暴力相談支援センターとして位置
づけ、関係機関と連携し、総合的な支援を実施すると
ともに心理判定員や精神科医師などの専門職員による
心のケアも実施した。
相談件数：368件

健康福祉部子育て支
援課

一時保護の実施 ・女性相談所において一時保護を実施するとともに、母
子生活支援施設等へ一時保護を委託した。
一時保護実施人数：実人員70人
施設等への一時保護委託人数：実人員19人

健康福祉部子育て支
援課

女性相談員の配置 ・女性相談所、各福祉事務所に女性相談員を８人配置
し、身近に相談できる体制を整備した。

健康福祉部子育て支
援課

相談員の資質向上 ・県内の女性相談員等の資質向上を図るため、研修会を
開催した。
開催回数：４回

健康福祉部子育て支
援課

配偶者からの暴力
防止等連絡会議を
開催

・関係機関相互の情報共有、連携を図るために「配偶者
からの暴力防止等連絡会議」を開催した。＜Ⅴ－Ⅱ－
１の再掲＞
［構成機関］
警察本部、地方法務局、家庭裁判所、福祉事務所、母
子生活支援施設協議会、医師会、歯科医師会、男女共
同参画センター、人権センター等
開催回数：１回

健康福祉部子育て支
援課

地域配偶者等暴力
防止会議の設置

・地域の関係機関の連携のため、「地域配偶者等暴力防
止会議」を開催した。
開催回数：５回

健康福祉部子育て支
援課

男女共同参画セン
ターでの相談

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、男
女がともに自分らしく生きていく上でのさまざまな悩
みについて電話相談、面接相談を実施した。
ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に
関する相談件数：334件

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

人権センターでの
相談

・人権センターの人権相談における、ＤＶに関する相談
対応数 10件

環境生活部人権セン
ター
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Ⅴ－Ⅱ－２ Ⅴ－Ⅱ－２

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

ＤＶ防止基本計画
の推進

・平成18年３月に策定した「三重県ＤＶ防止及び被害者
保護・支援基本計画」(平成26年３月改定)に基づき、
取組を実施した。
（取組内容）
高校生を含む女性を中心にＤＶチェック・相談
機関案内を記載した啓発物品（ポケットティッ
シュ）を配布
ポケットティッシュ：11,701個
各市町等へＤＶ防止ポスターを配付：ポスター
1,749枚
街頭啓発活動：県内22か所
シンポジウム開催：１回
外国人ＤＶ被害者に対応する通訳者派遣：５回

健康福祉部子育て支
援課

女性に対する暴力
防止セミナーと啓
発の実施

・県民に向けた啓発セミナーとして、「女性に対する暴
力防止セミナー」を実施した。
実施日：平成27年11月21日（土）
内容：思春期の「性」と「性暴力」
講師：ウィメンズカウンセリング名古屋YWCA
フェミニストカウンセラー 具ゆり氏

参加者：48名

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間に内閣府の呼
びかけで行われる「パープルライトアップ」に、三重
県内で初めて参加した。
実施日：平成27年11月20日（金）

～23日（月・祝）
参加者：延べ300名

・平成24年度に行った「デートＤＶ」に関するアンケー
ト調査の結果を活用し、セミナーでの啓発や高等学校
等への出前講座を実施した。
実施回数：８回

ＤＶ相談先カード
の作成

・加害者に気付かれずに相談機関を利用できるよう配慮
した名刺サイズのＤＶ相談先カードを作成した。
作成部数：日本語版50,000部、

英語版、中国語版、スペイン語版、
ポルトガル語版、タガログ語版、
タイ語版 各1,000部

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

ＤＶ被害者のケ
ア・予防策

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、Ｄ
Ｖ被害者のケアや予防策として、自己尊重・自己主張
トレーニングを実施した。
自己尊重トレーニング： 全５回 延べ104人
自己主張トレーニング： 全５回 延べ90人

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

配偶者からの暴力
防止等連絡会議等
への出席

・「配偶者からの暴力防止等連絡会議」等に出席し、関
係機関相互の情報共有・交換を実施した。

警察本部生活安全部
生活安全企画課
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Ⅴ－Ⅱ－２ Ⅴ－Ⅱ－２

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

警察での相談 ・警察本部および各警察署において、面接相談、電話相
談等を実施した。
相談件数：676件

警察本部生活安全部
生活安全企画課

・警察本部および各警察署において、被害者の保護、加
害者の検挙・指導警告等を実施した。
対策件数：2,609件

・警察本部および各警察署において、保護命令発出に係
る被害者の保護対策を実施した。
対策件数：77件

外国人被害者に対
する相談対応

・外国人被害者に、ストーカー事案および配偶者暴力事
案の特徴や対策の流れを説明するため、英語、スペイ
ン語、ポルトガル語、中国語、韓国語、タイ語、タガ
ログ語に翻訳した資料を作成し、相談対応時に活用し
た。

警察本部生活安全部
生活安全企画課

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月12日～
11月25日）に合わせ、11月中、ストーカーおよび配偶
者暴力の防止に関する広報啓発に努めた。

警察本部生活安全部
生活安全企画課

・警察本部および各警察署において、テレビ、ラジオ、
ミニ広報紙等の各種広報媒体を介し、ストーカーおよ
び配偶者暴力被害の早期届出､警察での対策内容等を
広報啓発した。
・関係機関と協働し、街頭での広報啓発活動を実施し
た。

県営住宅の優先募
集

・母子・父子世帯、ＤＶ被害者、高齢者世帯等の生活の
安定のため、県営住宅の入居抽選にあたって、優先的
取扱いを行った。平成27年度は17戸の優先入居を行っ
た。＜Ⅴ－Ⅰ－３の再掲＞

県土整備部住宅課

・若年男女間の暴力（いわゆるデートＤＶ）防止に向け
た啓発を行うとともに、デートＤＶに係る相談を受け
対応をした。
・人権学習指導資料を学校に配付し、若年男女間の暴力
（いわゆるデートＤＶ）防止のための積極的な学習活
動の展開を図った。また、教職員を対象とした研修を
実施した。

ストーカー・ＤＶ
に関する広報・啓
発

加害者への対応・
被害者保護

警察本部生活安全部
生活安全企画課

健康福祉部子育て支
援課、教育委員会生
徒指導課、人権教育
課

デートＤＶの防止
に向けた啓発等
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Ⅴ－Ⅱ－３ Ⅴ－Ⅱ－３

３ セクシュアル・ハラスメント対策の推進

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

労働相談の実施 ・勤労者から寄せられるさまざまな労働問題を解決する
ため、「三重県労働相談室」を設置し、専任の相談員
がアドバイスを行うとともに、専門的な相談には弁護
士相談を実施した。＜Ⅲ－Ⅰ－４の再掲＞

雇用経済部雇用対策
課

男女共同参画セン
ターでの相談

・男女共同参画センター「フレンテみえ」において、男
女がともに自分らしく生きていく上でのさまざまな悩
みについて電話相談、面接相談を実施した。
セクシュアル・ハラスメントに関する相談件
数：11件

環境生活部男女共同
参画・ＮＰＯ課

人権センターでの
相談

・人権センターの人権相談におけるセクシュアル・ハラ
スメントに関する相談対応数 ４件

環境生活部人権セン
ター

・セクシュアル・ハラスメントに係る教職員の綱紀粛正
および服務規律の確保について、市町等教育委員会や
県立学校長等へ通知（２回）を行い、趣旨の徹底を
図った。
・セクシュアル・ハラスメントの防止を含めた服務規律
の確保や不祥事防止について、県立校長会議や市町等
教育長会議の場で徹底をしており、加えて初任者研修
や講師研修、教職６年次研修・教職経験11年次研修お
よび新任管理職研修などにおいても周知徹底してい
る。
・ハラスメント（セクハラ・パワハラ）防止研修会を開
催した。
開催日：平成27年11月13日（金）

(午前・午後計２回）
場所：県庁講堂
参加者：計112人
講師：㈱ハートセラピー代表取締役

柳原 里枝子氏
対象者：新任班長・地域機関の新任課長等

・セクシュアル・ハラスメントの防止を含めた服務規律
の確保や不祥事防止について、新規採用職員研修や新
任所属長研修等での周知徹底やセクハラ・パワハラ相
談窓口リーフレットの配布を行った。
・セクハラ・パワハラ外部相談窓口を設置した。
相談方法：専門相談員が電話で対応
相談時間：月～金曜日12時～21時

土曜日 ９時～17時

児童生徒・教職員
等対象の教育相談

・総合教育センターにおいて、児童生徒や教職員、保護
者を対象としたセクシュアル・ハラスメントに関する
教育相談を行った。
相談件数：０件

教育委員会事務局研
修企画・支援課

セクシュアル・ハ
ラスメントの防止

教育委員会事務局教
職員課

総務部人事課
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Ⅴ－Ⅱ－４ Ⅴ－Ⅱ－４

４ 性犯罪、売買春、ストーカー対策等の推進

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

立入活動の実施 ・三重県青少年健全育成条例に基づき、立入調査員によ
る書店・コンビニなどへの立入調査活動を実施し、青
少年健全育成協力店の登録依頼をした。
青少年健全育成協力店登録数：1,068件

健康福祉部少子化
対策課

配偶者暴力相談支
援センター事業

・女性相談所を配偶者暴力相談支援センターとして位置
づけ、関係機関と連携し、総合的な支援を実施すると
ともに心理判定員や精神科医師などの専門職員による
心のケアも実施した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
相談件数：368件

健康福祉部子育て
支援課

女性相談員の配置 ・女性相談所、各福祉事務所に女性相談員を８人配置
し、身近に相談できる体制を整備した。＜Ⅴ－Ⅱ－２
の再掲＞

健康福祉部子育て
支援課

警察担当職員対象
の研修

・犯罪被害者支援および安全相談を担当する警察職員を
対象に、資質向上のための研修を実施した。
実施回数：28回、受講者：684人

警察本部警務部広
聴広報課

女性被害捜査員の
配置

・警察本部および警察署に「女性被害捜査員」を配置
（配置数135人）し、特に女性被害者に対して、被害者
心情に配慮した捜査活動を推進した。

警察本部刑事部捜
査第一課

性犯罪、ストー
カー事案の認知

・警察本部および各警察署において、面接相談等を実施
した。
性犯罪（強姦、強制わいせつ）認知件数：57件
ストーカー事案認知件数：317件

警察本部刑事部捜
査第一課
警察本部生活安全
部生活安全企画課

犯罪の検挙・取締
り等

・警察本部および各警察署において、凶悪犯罪の検挙活
動、あらゆる法令を活用した違法行為の取締り、警告
等を実施した。
性犯罪（強姦、強制わいせつ）検挙件数：43件
ストーカー事案対策件数：1,039件

警察本部刑事部捜
査第一課
警察本部生活安全
部生活環境課
警察本部生活安全
部生活安全企画課

・「被害者の手引」を作成、配布した。※現在５か国語
に対応（日本語、英語、ポルトガル語、中国語、スペ
イン語）
・診断書料等について公費負担制度を活用し、被害者の
経済的負担軽減を行った。

性犯罪被害者への
支援活動の実施

警察本部警務部広
聴広報課

外国人被害者に対
する相談対応

警察本部生活安全
部生活安全企画課

・外国人被害者に、ストーカー事案および配偶者暴力事
案の特徴や対策の流れを説明するため、英語、スペイ
ン語、ポルトガル語、中国語、韓国語、タイ語、タガ
ログ語に翻訳した資料を作成し、相談対応時に活用し
た。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
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Ⅴ－Ⅱ－４ Ⅴ－Ⅱ－４

事 業 平成27年度事業実施概要 担当課

・「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月12日～
11月25日）に合わせ、11月中、ストーカー及び配偶者
暴力の防止に関する広報啓発に努めた。＜Ⅴ－Ⅱ－２
の再掲＞

警察本部生活安全
部生活安全企画課

・警察本部および各警察署において、テレビ、ラジオ、
ミニ広報紙等の各種広報媒体を介し、ストーカーおよ
び配偶者暴力被害の早期届出､警察での対策内容等を広
報啓発した。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞
・関係機関と協働し、街頭での広報啓発活動を実施し
た。＜Ⅴ－Ⅱ－２の再掲＞

街頭防犯カメラ等
の設置推進

・地域の安全・安心を確保するため、街頭防犯カメラシ
ステムを設置したほか、自治体等による街頭防犯カメ
ラ、防犯灯の設置促進を図った。

警察本部生活安全
部生活安全企画課

街頭防犯カメラシステム整備数：12基

・被害者の立場に十分配慮した相談・保護活動に努める
とともに、ポスターの掲示やリーフレットの配布な
ど、人身取引防止に関する広報を実施した。
・入国管理局、女性相談所、三重県男女共同参画セン
ター等の関係機関と緊密かつ円滑な連携を図るため、
「人身取引対策に関する関係機関連絡会議」を開催し
た。

少年の福祉を害す
る性的犯罪等への
取組

・少年の福祉を害する性的犯罪等の取締りを実施すると
ともに、関係機関と連携し、被害児童の保護・支援を
実施した。
児童買春・児童ポルノ法違反検挙件数：21件

（16人）

警察本部生活安全
部少年課

・性犯罪・性暴力被害者の心身の健康の回復を図る総合
的な支援体制（ワンストップ支援センター）として
「みえ性暴力被害者支援センターよりこ」の運営を開
始(６月１日)し、電話や電子メール、面談による性犯
罪等の被害者からの相談に対応した。

くらし・交通安全
課

・寄り添う心 よりこフォーラム」を開催し、性暴力被
害への支援に対する理解を深めた。
開催日：平成27年11月21日（土）

性犯罪・性暴力被
害者支援事業

人身取引防止に関
する取組

警察本部生活安全
部生活環境課

ストーカー・ＤＶ
に関する広報・啓
発
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